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資料１



１ 電力需要検証について

￭ 夏季・冬季の需給見通しは、過去１０年間で最も猛暑・厳寒であった年度並み

の気象状況における電力需要を想定し、これに対して安定的に見込める供給力

の積み上げを行い、安定供給が可能かどうか検証したものです。

￭ 電力広域的運営推進機関が、広域的な視点に基づき、連系線の活用等を考慮し

て評価を行っています。
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需 要
供給力

過去10年間で最も猛暑・厳寒
であった年度並みの気象状況
における電力需要を想定

・安定的に見込める供給力を積み上げ

・電力広域的運営推進機関が、広域的
な視点に基づき、地域間連系線を活
用して予備率が高いエリアから低い
エリアへ供給力を振り替え（予備率
の均平化）して評価

安定供給に最低限必要
な供給予備率3％が確保
されているかを確認
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２ 2024年度夏季（今夏）の需要見通し

￭ 夏季の需給見通しは、需要を過去１０年間で最も猛暑であった年度並み

の気象条件での最大電力（猛暑Ｈ１需要）で評価することとなっています。

￭ ７・８月の猛暑Ｈ１需要は、供給計画の８月値（平年ベースの最大３日平均

電力［平年Ｈ３］）を基に、過去１０年間で最も猛暑であった２０２３年度

並みの気象影響を織り込んだ結果、４８６万ｋＷと想定しました。

￭ また、９月の猛暑Ｈ１需要は、過去１０年間で最も猛暑であった２０２０年度

並みの気象影響を織り込み、４１６万ｋＷと想定しました。

３



￭ 供給力見通しは、各電気事業者の供給計画等のデータを基本としています。

￭ 電力広域的運営推進機関は、広域的な視点に基づき、連系線の活用による
各エリアの予備率の均平化等を考慮して、需給見通しを評価します。

￭ 今回見通しから、最大需要時に加え、最小予備率時※の評価を行っています。
  ※太陽光発電の出力が減少する夕方の需給状況が厳しくなる至近傾向を踏まえ、最大需要日の

１７時に設定

￭ １０年に１度の厳しい暑さを想定した電力需要に対する供給予備率は、最も
低い７月で４．１％となり、電力の安定供給に最低限必要な予備率３％以上
を確保できる見通しです。

￭ なお、最大需要時について評価した結果は下表のとおりです。

３ 今夏の需給見通し ４

最大需要時 ７月 ８月 ９月

供給力（万ｋＷ） ５０７ ５３３ ４７２

最大電力（万ｋＷ） ４８６ ４８６ ４１６

供給予備力（万ｋＷ） ２１ ４７ ５６

供給予備率（％） ４．４ ９．７ １３．４

最小予備率時 ７月 ８月 ９月

供給予備率（％） ４．１ １０．５ １６．２



＜参考＞全国の需給見通し ５

￭ 全国の需給は、１０年に１度の厳しい暑さを想定した電力需要に対し、全エリア
で安定供給に最低限必要な予備率３％以上を確保できる見通しとなっています。

出所：第75回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会資料



＜参考＞今夏の需給対策 ６

￭ 経済産業省の「総合資源エネルギー調査会電力・ガス事業分科会」の下に設置さ
れた「電力・ガス基本政策小委員会」において需給対策が取りまとめられました。

￭ 今夏については、全エリアにおいて、安定供給に最低限必要な予備率３％を確保
できているため、事前の節電要請は実施しないことが示されました。

出所：第75回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会資料



＜参考＞今夏の需給対策（続き） ７

￭ 今夏の需給に向けては、発電所の設備トラブル等のリスクを踏まえ、
各種供給力・需要対策を行うことが示されました。

出所：第75回 総合資源エネルギー調査会 電力・ガス事業分科会 電力・ガス基本政策小委員会資料



４ まとめ ８

￭ 北海道エリアの今夏の需給見通しは、供給予備率が最も低い７月で４．１％と

なり、電力の安定供給に最低限必要な予備率３％以上を確保できる見通しです。

￭ 当社は、国・電力広域的運営推進機関や各エリアの一般送配電事業者と連携し

て今夏の電力の安定供給に向けた取り組みに努めるとともに、引き続き適切な

設備保全や電力需給状況の情報発信等に取り組んでまいります。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8

